私 は 今夕 暮 近い 一 室の なかに ひとり 坐って ゐる。 

灰色の 薄 くらがり は、 黒猫の やうに 忍び 脚で こつ そ 

りと 室の 片隅から 片隅へ と 這 ひ 寄って ゐる。 その 陰影 

が 壁に 添うて 揺曳く する 床の間の 柱に、 煤ばん だ 花 籠 

くろみ ど リ 

がか かって ゐて、 厚ぼったい 黒緑の 葉の なかから、 

さか づきが た ためいき 

杯 形の 白い 小ぶ リな 花が 二つ 三つ、 微かな 溜息 をつ 

いて ゐる。 

わびす け い つ さうて い 

侘助。 侘助椿 だ。 I 友人 西 川 一草亭 氏が、 私が 長い 

間 身体の 加減が 悪く、 この 二、 三年 門外へ は 一歩 も 踏 



つ てゐ たこと に 決めて ゐる らし い。 

二 

この 椿が 侘 助と いふ 名で 呼ばれる やうに なった のに 

ついては、 一 草亭 氏の 言 ふところが 最も 当 を 得て ゐる _ 

それによ ると、 利 休と 同じ 時代に 泉 州 堺に笠 原 七郎兵 

げんぞく 

衛、 法名 吸 松斎宗 全と いふ 茶人が あって、 後に 還俗 侘 

助と いったが、 この 茶人が ひどく この 花 を 愛玩した と 

ころから、 いっとな く侘 助と いふ 名で 呼ばれる やうに 

なった とい ふの だ。 



それ は ともかくも、 侘助椿 は 実際 その 名の やうに 侘 

びて ゐる。 同じ 椿の なかで も、 厚ぼったい 青葉 を 焼き 

焦がす やう に、 火焰の 花び らを 高々 と 持ち上げないで 

ししざき 

は ゐられ ない 獅子 咲の それに 比べて、 侘助 はまた 何と 

いふつ つまし さ だら う。 黒緑の 葉 蔭から 隠者の やうに 

しゃう じ やう しん 

その 小ぶ りな 清净身 を ちらと 見せて ゐる に過ぎない。 

そして 冷酒の やうに 冷えき つた 春先の 日の 光に 酔って、 

ふる 

小鳥の やうに かすかに 唇を顫 はして ゐる。 侘 助の もつ 

小形の 杯で は、 波々 と 掬んだ ところで、 それに 盛られ 

る 日の I 卞 はほんの 僅かな ものに 過ぎな からう が、 そ 

れ でも 侘助は 心から 酔 ひ 足って ゐる。 
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